
国際女性会議ＷＡＷ！2022 令和４(2022)年10月
外務省女性参画推進室

メイン・テーマ：「WAW! for Mainstreaming Gender into a New Form of Capitalism 新しい資本
主義に向けたジェンダー主流化」
• 新型コロナの長引く影響やウクライナ情勢等に端を発する経済的・社会的不安定さは、既存のジェンダー不平等を一
層浮き彫りに。国際社会において、ジェンダー平等の重要性が再認識されている。

• ＷＡＷ！２０２２では、「WAW! for Mainstreaming Gender into a New Form of Capitalism 新しい資本主義に向けた
ジェンダー主流化」をメイン・テーマに据え、国内外の様々な分野で活躍するリーダーや有識者を招へいし、ジェン
ダー平等が実現されたより良い社会作りに向けて意見交換を行う。

• 本年の開催日は１２月３日（於：三田共用会議所）。また、前後２か月の期間には公式サイドイベント（ＷＡＷ！ウィー
クス※等）を実施予定。

サブ
テーマ

新しい資本主義と
女性

女性の尊厳と誇りを守
る社会の実現

男性の関心・関与
の拡大

意思決定プロセスへ
の女性の参画

女性の平和・
安全保障への参画

主な論点 ✓ デジタル・
STEM教育

✓ スタートアップ
✓ グリーン社会

✓ 男女間の賃金
格差の解消

✓ ジェンダーに基づく
暴力の予防・被害
者の支援・加害者
の処罰

✓ 女性の直面する困
難への対応、等

✓ 女性の健康と経済

✓ 男性の家事・
育児・介護へ
の参画拡大

✓ ジェンダーに
基づく先入
観・偏見の撤
廃、等

✓ 政治・経済・学術
分野や地域の意
思決定プロセス
への女性の参画
推進

✓ 働き方改革、等

✓ 女性の平和・安
全保障への参画

✓ 女性と防災

若者・地方

各論（サブテーマ）
岸田政権の目玉政策である「新しい資本主義」を中心に、Ｇ７日本議長国下での議論を見据え、５つのサブ・テーマを
設定。さらに、全テーマを通じて次世代の若者たちのジェンダー平等の議論への参画を促進する。ＷＡＷ！２０２２や公
式サイドイベント等を通じて、これらのトピックについて議論を深化させていく。

※「女性活躍・男女共同参画の重点方針２０２２」は、（１）女性の経済的自立、（２）女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現、（３）男性の家庭・地域社会における活躍、
（４）女性の登用目標達成の４つの柱から構成される。
※上記テーマに基づき、複数の分科会を実施する。

※ＷＡＷ！ウィークスとは、関係省庁、地方自治体、ＮＧＯ他民間団体、学校・学生団体、企業、我が方在外公館、在京大使館等が実施する関連
イベントの総称。国内外のジェンダー平等実現や女性のエンパワーメントの推進に向けた機運の醸成を目的とする。
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9:00-9:15（15分） 開会挨拶：岸田総理ご登壇

9:15-9:45（30分） 基調講演：ヨハネソン・アイスランド大統領

9:45-10:45（60分） ハイレベル・ラウンド・テーブル（新しい資本主義に向けたジェンダー主流化）

10:45-11:15（30分） 休憩・移動

11:15-12:45（90分） 分科会１：「男女間の賃金格差の是正」
分科会２：「女性と環境・グリーン社会～脱炭素化をジェンダーの視点から考える」
分科会３：「女性とデジタル・STEM教育」
分科会４：「男性の関心・関与の拡大」
分科会５：「意思決定プロセスへの女性の参画」
特別セッション：「女性と地方：WAW!版車座」

12:45-13:00（15分） 休憩・移動

13:00-14:30（90分） レセプション

14:30-16:00（90分） 分科会６：「女性とスタートアップ～女性が起業することの意味」
分科会７：「女性の尊厳と誇りを守る社会の実現」
分科会８：「女性の健康と経済」
分科会９：「女性の平和・安全保障への参画」
分科会１０：「女性と防災」
特別セッション：「若者たちの声を聴く：未来への提言」

16:00-16:20（20分） 休憩・各セッションの取りまとめ

16:20-17:10（50分） クロージング・セッション（各セッションからの報告、W7立ち上げ報告）

17:10-17:20（10分） 閉会挨拶

17:20-17:30（10分） 休憩・移動

※時間付けはとりあえずのもの。各テーマについては、今後変更の可能性あり。

国際女性会議ＷＡＷ！2022（タイムライン）
• ＷＡＷ！２０２２では、特に「新しい資本主義と女性」に焦点を当て、個々の論点につき分科会で議論する予定。

• 具体的には、午前に「新しい資本主義と女性」（５つのセッションに深掘り）、午後に残りの４テーマに関する議論を行うこと
とし、テーマ毎にラウンド・テーブル形式で登壇者、参加者が意見交換を行う。

• 午後の分科会では、例年同様「ユース・セッション」を設け、若者が提言・発信を行う機会を作る。

【参考】当日のタイムライン（案）
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